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　平素より当社への格別のご理解とご支援を賜り、誠にありが
とうございます。
　当期における我が国経済は、雇用情勢や所得環境、企業収益
に改善傾向が見られ、全体としては緩やかに回復しており、各種
政策の効果もあって緩やかな回復傾向が続くことが期待されて
います。一方で、企業の業況判断はおおむね横ばいとなってお
り、中国をはじめとするアジア新興国等の経済の先行きや政策
に関する不確実性や、通商問題の動向や金融資本市場の変動、
また本年７月の豪雨や９月の北海道胆振東部地震の経済に与え
る影響など、依然として不透明な状況にあります。
　広告業界や印刷業界においては、消費者のライフスタイルの
変化により、電子書籍やインターネット広告などのデジタル市場
が拡大し、新聞や雑誌、折込み・ダイレクトメール等の紙媒体の
需要減少が続いております。
　このような状況の中で当社グループは、総合的な販売促進
支援業として、グループシナジーを発揮するため、関連子会社
の経営資源を有効活用した営業活動を推進し、グループの連
携・総合力の強化に取り組んでまいりました。また、企業間の競

争や技術革新など、経営環境の変化に対応するため、既存事業
である商業印刷では、エリア開拓等を目的とした同業他社との
業務提携や、新たな収益モデルを確立するため、商材の開発・販
売等を目的とした企業との資本業務提携等を行いました。さら
に、年々受注が拡大している年賀状印刷においては、今後の人
手不足や個人情報管理の強化を図るため、校正等のシステム
化を検討するなど、製造体制の見直しを行っております。
　以上の結果、連結売上高は前期を上回り過去最高となったも
のの、運賃の値上げや労働力不足の影響による人件費の増加
などにより、連結営業利益、連結経常利益及び親会社株主に帰
属する当期純利益はいずれも前期を下回る結果となりました。
　今後も、当社を取り巻く経営環境は、一段と厳しさを増すこと
が予想されますが、販売促進支援活動を強化した事業展開を推
し進めることにより、より一層の業績の向上に取り組んでまいり
ます。
　株主の皆様におかれましては、今後も一層のご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

トップメッセージ

代表取締役会長　加藤　優 代表取締役社長　片岡　廣幸

株主の皆様へ

業績の推移

　連結売上高は、当社の収益の柱である商業印刷及び
年賀状印刷が、大口顧客からの受注が堅調に推移した
ことなどにより、17 ,112百万円（前期比480百万円
増、＋2.9％）と過去最高となりました。
　一方、連結営業利益、連結経常利益及び親会社株主に
帰属する当期純利益は、運賃の値上げや労働力不足の影

響による人件費の増加などにより、連結営業利益は162
百万円（前期比119百万円減、△42.4％）、連結経常利益
は296百万円（前期比56百万円減、△16.0％）、前期に印
刷機の移設工事費等を計上したため、親会社株主に帰属
する当期純利益は195百万円（前期比8百万円減、△
4.4％）と、前期を下回る結果となりました。

連結業績の推移
■売上高
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第47期連結財務諸表（要旨）

科目

科目

科目前連結会計年度
2017年７月31日

当連結会計年度
2018年7月31日

3,486
4,967

6
8,461

2,614
3,430
6,045

2,127
282
5

2,415
8,461

3,879
4,458

9
8,347

2,349
3,788
6,137

1,993
211
4

2,209
8,347

資産の部 
　流動資産
　固定資産
　繰延資産 
　資産合計      
負債の部 
　流動負債
　固定負債
　負債合計      
純資産の部 
　株主資本  
　その他の包括利益累計額
　非支配株主持分 
　純資産合計 
負債純資産合計

単位（百万円）連結貸借対照表 単位（百万円）連結損益計算書

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別利益
　特別損失
税金等調整前当期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額
当期純利益

　
親会社株主に帰属する当期純利益

17,112
12,487
4,624
4,461
162
187
54
296
0
4

291
81
13
197

1
195

16,632
12,240
4,392
4,109
282
116
47
352
2
65
289
65
14
209

4
204

非支配株主に帰属する
当期純利益

連結株主資本等変動計算書 （自 2017年8月1日　至 2018年7月31日） 単位（百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本

自己株式 株主資本
合計

その他の包括利益累計額

純資産合計非支配株主
持分

411

－
411

452

0

0
452

1,149

△ 60
195

135
1,284

△ 20

△ 1

△ 1
△ 21

1,993

△ 60
195
△ 1
0
－

134
2,127

211

71
71
282

211

71
71
282

4

△ 0
1
0
5

2,209

△ 60
195
△ 1
△ 0
72
206
2,415

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当
　親会社株主に帰属する当期純利益
　自己株式の取得
　非支配株主との取引に係る親会社の持分変動
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

そ の 他
有価証券
評価差額金

単位（百万円）連結包括利益計算書
前連結会計年度
自 2016年８月  １日
至 2017年７月31日

当連結会計年度
自 2017年８月  １日
至 2018年７月31日

科目

当期純利益
その他の包括利益
包括利益

209
 22
231

197
71
268

623
△474
△509

0
△359
1,406
1,047

521
△425
△63
0
33

1,373
1,406

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の期末残高

単位（百万円）

当連結会計年度
自 2017年８月  １日
至 2018年7月31日

前連結会計年度
自 2016年８月  １日
至 2017年7月31日

当連結会計年度
自 2017年８月  １日
至 2018年7月31日

前連結会計年度
自 2016年８月  １日
至 2017年7月31日

連結キャッシュ・フロー計算書
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自 2016年８月  １日
至 2017年7月31日

連結キャッシュ・フロー計算書







総合商研株式会社　企画管理本部経営企画課
〒007-0802　札幌市東区東苗穂二条三丁目4番48号
電話：011-780-5677（代表）
http://www.shouken.co.jp/

お問い合わせ

毎年７月３１日現在の株主名簿に記載または記録

された1,000株以上の株式を保有されている株主

の皆様に、次の株主優待を実施しております。

□当社グループ商品又は北海道の特産品のお届け
　（3,000円相当）

□年賀状印刷の期間限定早期受付割引サービス
　（通常料金から30％の割引）

株主優待のご案内

事業年度
定時株主総会
基準日
 
 
 
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

株主名簿管理人
事務取扱場所

（郵便物送付先）
 
 
（電話照会先）

公告方法

単元株式数

上場証券取引所
証券コード

毎年8月1日から翌年7月31日まで
毎年10月開催
定時株主総会　毎年7月31日
期末配当金　　毎年7月31日
中間配当金　　毎年1月31日
その他必要がある時は、予め公告して定めた日
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137-8081
新東京郵便局私書箱第２９号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部

東京都府中市日鋼町１－１
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-232-711（フリーダイヤル）
電子公告により当社ホームページに掲載して行います。
（電子公告掲載URL http://www.shouken.co.jp/）
ただし、電子公告による公告ができない場合は、
日本経済新聞に掲載いたします。
100株

東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）
7850

株主メモ

※２０１７年１１月１日をもって，単元株式数を1,000株から100株に変更し
ております。

株主名簿管理人変更のお知らせ

このたび当社では、平成30年10月26日から下記のとおり株主名簿管理人を変更
いたしましたので、お知らせいたします。

以上

株 主 名 簿 管 理 人

同 事 務 取 扱 場 所

（連絡先）

（郵送先）

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1－1
電話　0120-232-711（通話料無料）

〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

記



総合商研株式会社　企画管理本部経営企画課
〒007-0802　札幌市東区東苗穂二条三丁目4番48号
電話：011-780-5677（代表）
http://www.shouken.co.jp/
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　（通常料金から30％の割引）
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基準日
 
 
 
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

株主名簿管理人
事務取扱場所

（郵便物送付先）
 
 
（電話照会先）

公告方法

単元株式数

上場証券取引所
証券コード

毎年8月1日から翌年7月31日まで
毎年10月開催
定時株主総会　毎年7月31日
期末配当金　　毎年7月31日
中間配当金　　毎年1月31日
その他必要がある時は、予め公告して定めた日
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137-8081
新東京郵便局私書箱第２９号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部

東京都府中市日鋼町１－１
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-232-711（フリーダイヤル）
電子公告により当社ホームページに掲載して行います。
（電子公告掲載URL http://www.shouken.co.jp/）
ただし、電子公告による公告ができない場合は、
日本経済新聞に掲載いたします。
100株

東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）
7850

株主メモ

※２０１７年１１月１日をもって，単元株式数を1,000株から100株に変更し
ております。

株主名簿管理人変更のお知らせ

このたび当社では、平成30年10月26日から下記のとおり株主名簿管理人を変更
いたしましたので、お知らせいたします。

以上

株 主 名 簿 管 理 人

同 事 務 取 扱 場 所

（連絡先）

（郵送先）

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1－1
電話　0120-232-711（通話料無料）

〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

記



このビジネスレポートは、石油使用量と揮発性有機溶剤の発生を抑える為の植物油
インキを使用し、回収廃液を発生させない「水なし印刷」方式で印刷しております。


